
交付運用報告書のユニバーサルデザイン化のお知らせ

2017年12月5日

損保ジャパン日本興亜アセットマネジメント株式会社（代表取締役社⻑：⼭⼝ 裕之）は、投資信託

の交付運用報告書について、ユニバーサルデザインを踏まえた内容に改定することとしましたので、お知らせし

ます。

なお、ユニバーサルデザインとは、障がいの有無、年齢、性別、⼈種等にかかわらずさまざまな⼈々が利用

しやすいようにデザインする考え方をいいます。

当社では、2016年3月に「お客さま第一宣言」を策定し、その実践のひとつとして「お客さまに安心してファ

ンドを保有していただくための有益な情報提供・資料作成」のため、お客さま向け資料の改善に取り組んでい

ます。

この一環として、2017年1⽉の交付⽬論⾒書の全⾯的な⾒直しにつづき、今般、交付運用報告書につ

いて、お客さまにとって、よりわかりやすく、より⾒やすいものとするため、ユニバーサルデザインを踏まえ、文字の

種類や図表、グラフの⾒せ⽅などを改良し、全⾯的な⾒直しを⾏いました。なお、新しいデザインの交付運用

報告書は、2017年10月決算分より順次対応していきます（一部対象外あり）。

今後もお客さま向け資料の改善を継続するとともに、お客さまの中⻑期的な資産形成に資する最⾼品質

の商品・サービスを提案・提供し、「日本一お客さまのことを考える資産運用会社」になることを目指して参りま

す。

ＳＯＭＰＯホールディングスグループでは、お客さまの「安心・安全・健康」な暮らしを支えるグループとして、

各グループ会社が作成するお客さま向け帳票について、どなたにとっても「⾒やすく、わかりやすく、伝わりやす

い」デザインとすることを重視しており、グループ全体としてお客さま向けのさまざまな帳票でユニバーサルデザイ

ン化を推進しています。
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（ご参考） デザイン変更のポイント

Point 1 ユニバーサルフォントの使用やレイアウトの工夫などにより、より⾒やすいデザインに

さまざまな⼈に⾒やすく、読みやすいことを重視して開発されたユニバーサルフォント「みんなの文

字®」を使用しています。

⽂字サイズや⾏間などを調整しています。意味のあるスペース取りをすることで情報の区切りも

⾒えるようにしています。

ファンド固有の挿絵・写真により、ファンド区別をわかりやすくしています。（①）

文字を大きくすることで、視認性を高めています。また、項目と数値との距離を近づけ、目で追う

距離を減らして読みやすくしています。（②）

ピクトグラムを大きめに入れることで、視認性を高めています。（③）

⾒直し後（表紙）

⾒直し前

③

②

①

③
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改良前④

⑤

⑥

⾒直し後（本文）

⾒直し前

Point ２

大項目（タイトル）を大きめの文字にし、シンプルで⽬⽴つようにしています。

グラフは、目盛りの補助線を入れることで、数値とグラフの推移を意識しながら⾒ることができま

す。また、吹き出し形式の凡例にすることによって、折れ線、面グラフとの関係性をわかりやすくし

ています。（④）

グラフに合わせて図で表現することにより、視認性を高めています。（⑤）

ページインデックスを挿入することで、どのページに何の情報が掲載されているのかが一目でわか

ります。（⑥）

グラフの表⽰⽅法や⾒せ⽅の⼯夫などにより、よりわかりやすいデザインに
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ページ構成を2ページに分けることで、文字やグラフを大きく記載して読みやすくしています。

（⑦）

ドーナツ型の円グラフを採用し、項目間に区切り線を挿⼊して⾒やすくしています。また、各項

目を縦に並べ、各数値が比較しやすいよう工夫しています。（⑧）

⾒直し前
⑦

⑦

⑧

⾒直し後（本文）

Point ２ グラフの表⽰⽅法や⾒せ⽅の⼯夫などにより、よりわかりやすいデザインに
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図表について、濃淡や網掛け、罫線にメリハリを付けて⾒やすくしています。また、「当期分配

⾦」に囲みを入れることでお知らせしたい情報を強調しています。（⑨）

分配方針について、投資信託の商品ごとの分配方針をよりわかりやすくするため明確化してい

ます。（⑩）

⑨

⑩

⾒直し後（本文）

⾒直し前

Point ２ グラフの表⽰⽅法や⾒せ⽅の⼯夫などにより、よりわかりやすいデザインに



6/7

Point ３

裏表紙について、対象ファンドの最新情報をご確認いただけるよう、当社ホームページへの案内

を記載しています。掲載されている資料の内容をご理解いただけるよう、ホームページ上にあるア

イコンの説明を入れています。（⑪）

⑪

⾒直し後（裏表紙）

⾒直し前

対象ファンドの当社ホームページへの案内を追加



投資信託をお申込みに際しての留意事項

〔投資信託に係るリスクについて〕

投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とし投資元本が保

証されていないため、当該資産の市場における取引価格の変動や為替の変動等により投資一単

位当たりの価値が変動します。従ってお客様のご投資された⾦額を下回ることもあります。

また、投資信託は、個別の投資信託毎に投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、投資対

象国等が異なることから、リスクの内容や性質が異なりますので、ご投資に当たっては投資信託説明

書（交付⽬論⾒書）や契約締結前交付書面をよくご覧下さい。

〔投資信託に係る費用について〕

ご投資頂くお客様には以下の費用をご負担いただきます。

購入時に直接ご負担いただく費用 購⼊時⼿数料 上限3.78％（税込み）

換⾦時に直接ご負担いただく費用 信託財産留保⾦ 上限0.7％

投資信託の保有期間中に間接的にご

負担いただく費用
信託報酬 上限2.052％（税込み）

その他の費用等

上記以外に保有期間等に応じてご負担頂く費用があります。

｢その他の費用等｣については、運用状況等により変動するものであり、事前

に料率、上限額等を表⽰することができません。

交付⽬論⾒書、契約締結前交付書⾯等でご確認下さい。

※当該⼿数料等の合計額については、ご投資家の皆様がファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表示すること

ができません。

上記に記載しているリスクや費用項目につきましては、一般的な投資信託を想定しております。費用の料率につきましては、損

保ジャパン日本興亜アセットマネジメントが運用するすべての投資信託のうち、徴収するそれぞれの費用における最⾼の料率を

記載しております。投資信託に係るリスクや費用は、それぞれの投資信託により異なりますので、ご投資をされる際には、事前に

よく交付⽬論⾒書や契約締結前交付書⾯をご覧下さい。

〔ご注意〕

損保ジャパン日本興亜アセットマネジメント株式会社

⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第351号

加入協会:一般社団法人投資信託協会／一般社団法人日本投資顧問業協会
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